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圃場場所 氏 名 農法の自称／思想的背景 主たる生産物 調査担当者 
1935年頃 長野県立科町 黒沢  浄 天然農法 米・野菜 滝沢 隆夫 
1940年 広島県砂谷酪農 久保 政夫 農薬を使わない山地酪農 牛乳 八重島一政 
1947年頃 愛媛県伊予市 福岡 正信 自然農法／東洋的な農法 米・柑橘 木下 泰雄 
1947年 岐阜県 杉山伊登吉 自然農法 米・野菜 平井 正文 
1949年 富山県 置田 俊雄 自然農法／世界救世教 米・野菜 木下 泰雄 
1949年 静岡県 Tさん 自然農法 米・みかん 八重島一政 




1959年 奈良県五条市 窪  吉永 健康農法／梁瀬義亮 米・野菜・養鶏 築地文太郎 
1962年 茨城県明野町 殿塚 広一 クロレラ飼育 養豚 平井 正文 
1970年 岩手県藤沢市 佐藤 一雄 
クロレラ飼育／ミチューリ
ン会 
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